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二次元コード①

二次元コード②

車内ゴミの不法投棄（ポイ捨て）防止に向けて

【ドライバー】
・ごみのポイ捨て、不法投棄は絶対にしない
・運行中に出た車内のゴミは、自社の事業所に持ち帰る
・�車内で用を足した後の「黄金のペットボトル」は、ポイ捨て

せずにドライバー自身で処理を行う
・車内で用を済ませることのできる携帯トイレを使用する
【管理者】
・�ドライバーに対し、車内ゴミのポイ捨て防止に関する指導を
行う

・�終業点呼の際に、ドライバーに「車内のゴミは持ち帰りまし
たか？」と一声かける

・�ドライバーが車内で用を済ませることができるように、携帯ト
イレの使用を検討する
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物流経営士54人が業界の先導役として、トラック運送業におけるDX活用の必要性に
関する研修を受講した

青木　均
愛知県ト協会長

山﨑　寛
全ト協常務理事



令和３～７年の統計によると飲酒運転による事故率は

飲酒なしに比べて 約 7.１倍
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（注）・第１当事者が一般原付以上を集計
　　・「死亡事故率」とは、第１当事者が一般原付以上の交通
　　　事故件数に占める死亡事故件数の割合

出典：警察庁「令和７年の交通事故の発生状況」
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（令和3年～７年合計）
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出典：警察庁「交通事故統計」および（公財）交通事故総合分析センター「交通統計」

飲酒運転人身事故件数

～ 依然として後を絶たない飲酒運転事故 ～
プラン2025の目標値 ：
死者数と重傷者数の合計970人以下／飲酒運転ゼロ

ゼロゼロ

高速道路での死傷事故の６割強は追突、
うち7割近くは駐・停車中の車両への追突

左折時の9割近くは対自転車、右折時では８割近くが対歩行者
■高速道路における死傷事故の状況 ■交差点における死亡・重傷事故の状況

AI機能を備えた
「側方衝突監視警報装置」への
全ト協助成事業実施中

左折巻き込み事故防止対策

車両総重量7.５トン以上
の事業用トラックを対象

出典：（公財）交通事故総合分析センター ※「死傷事故件数」および「死亡・重傷事故件数」は事業用貨物自動車を第１当事者とするもの（軽自動車を除く）
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春の全国交通安全運動春の全国交通安全運動
令和8年4月6日（月）〜15日（水）まで

1 飲酒運転の根絶を目指して

2 追突・交差点事故ゼロを目指して

　「トラック事業における総合安全プラン 2025」では令和７年度
までの目標を設定し、「飲酒運転の根絶」「追突事故の防止」「交
差点事故の防止」を最重点推進項目として、トラック運送業界全
体で安全運行の確保に積極的に取り組んできました。今後新た

に策定される「プラン 2030」でも同様に取り組みます。
　また、トラック運送業界における全国統一した交通事故防止
活動のさらなる気運の醸成を図るため、４月10 日㈮を「事業用ト
ラックの交通事故ゼロを目指す日」として取り組みます。

―追突の７割は駐停車車両への事故―

―飲酒運転は事故率が高く危険―

第2276号（第3種郵便物認可）令和8年（2026年）4月1日


